
成績概要書（2008 年 1 月作成） 
研究課題：ホワイトアスパラガス伏せ込み促成栽培技術 
      （ホワイトアスパラガス伏込み栽培技術の開発） 
担当部署：花・野菜技術センター 研究部 野菜科、（財）北海道農業企業化研究所 
協力分担： 
予算区分：共同 
研究期間：2005～2006 年度（平成 17～18 年度） 
１．目的 
冬期の農業所得確保を目的に新たな冬の特産品を作出することは北海道農業にとって重要であ
る。冬期に出荷するホワイトアスパラガスを北海道の新ブランドとして確立するためにホワイト
アスパラガスの伏せ込み促成栽培技術（冬期生産技術）の開発を目指す。 
２．方法 
１)ホワイトアスパラガス伏せ込み促成栽培の検討と品種選定（花・野菜技術センター） 
供試品種：‘ガインリム’、‘ウェルカム’、‘スーパーウェルカム’（2005～2006 年度） 
試験規模：1区 12 株×3反復 育苗法：9cm ポリポット育苗 根株養成法：30cm 高畦マルチ栽培 
 播種：3月上旬 鉢上げ：4月上旬 定植：6月上旬 根株掘取り：11 月上旬  
根株伏せ込み：11 月下旬 若茎軟白方法：遮光フィルム被覆による無培土法 
伏せ込み根株数:各品種 13～18 株 収穫期間：37 日間（2005 年度）、40 日間（2006 年度）  
収穫調査：形状に異常がなく、24cm 調製時に 8g 以上の若茎を規格内とした。 

２)短期間根株養成法の検討（花・野菜技術センター） 
(1)播種時の催芽処理の検討（2005～2006 年度） 
供試品種：‘ウェルカム’ 処理水準：水温 3水準（10℃、20℃、30℃） 吸水期間 5水準（0 
～4 日間） 

(2)株養成期間の検討 
供試品種：‘ガインリム’（2005～2006 年度）、‘ウェルカム’（2006 年度）、 

‘スーパーウェルカム’（2006 年度） 
試験規模：1区 12 株×3反復 処理水準：3水準（慣行法：4月上旬播種-6 月上旬定植-11 月 
上旬根株掘取り、１年株養成法：3月上旬播種-4 月上旬鉢上げ-6 月上旬定植-11 月上旬根株 
掘り取り、１年半株養成法：7月上旬播種-8 月上旬定植-翌年 11 月上旬根株掘り取り） 

３)伏せ込み方法の検討（（財）北海道農業企業化研究所） 
(1)伏せ込み温度の検討（2005 年度） 
供試品種：‘ウェルカム’ 試験規模：1区 6株×3反復 処理水準：2水準（15℃、20℃） 

(2)伏せ込み時期の検討（2005～2006 年度） 
供試品種：‘ウェルカム’ 試験規模：1区 6～8株×3反復 保存温度条件：2℃ 
伏せ込み時期：2005 年度 3 水準（12 月 20 日、1月 20 日、2月 20 日）、 

2006 年度 2 水準（11 月 24 日、1月 12 日）   
３．成果の概要 
１)ホワイトアスパラガス伏せ込み促成栽培の検討と品種選定 
‘ガインリム’は 2か年ともに根株生重が軽く、低収であった（表１）。‘ウェルカム’と‘ス 
ーパーウェルカム’の品種間差は判然としなかったが、種子価格は‘ウェルカム’が‘スーパ 
ーウェルカム’の 2/3程度である。2222株/10aの栽植密度で１年間根株を養成すると‘ウェ 
ルカム’では 360kg/10a以上の規格内収量が得られると考えられた。 

２)短期間根株養成および伏せ込み方法の検討 
(1)催芽処理: 水温 20～30℃で 2～3日間種子を浸漬すると充分な催芽効果が得られ、播種後の出 
芽勢が向上した（図表省略）。 

(2)根株養成期間: 100 日前後育苗したポリポット苗を 6月上旬までに定植し、11 月上旬に根株を 
掘り取れば、１年株養成法でも生重 1kg に近い根株を養成できた（表１、２）。また、他の作 
業との兼ね合いから100日育苗が難しい場合や6月上旬までに定植ができない場合は１年半株 
養成法を用いることで生重 1kg 以上の根株を養成可能であった（表２）。１年半株養成法は１ 
年株養成法と比較して作物の在圃期間が長くなるため病虫害防除などの栽培管理が増えるも
のの、育苗管理や定植作業の省力化が可能である（図表省略）。 

(3)伏せ込み方法の検討: 伏せ込み時の温度（気温および地温）は 20℃で収量性が高く（表３）、 
  掘り取った根株を乾燥させずに 2℃で保存すると伏せ込み時期を遅らせることができた（図表 
省略）。 

(4)本試験成果と他県のグリーン栽培での事例を参考に栽培体系をまとめた（図１）。 



  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．成果の活用面と留意点 
１）道央地域で 12月中旬からホワイトアスパラガスを収穫する場合に活用できる。 
５．残された問題とその対応 
１）2L規格率が高い根株養成法（栽植密度、植付深等）の検討。 
２）伏せ込み促成栽培の根株養成に適した施肥量の検討 
３）経済性の評価 

本数 重量（g）

20℃ 3.4 32.8

15℃ 2.0 23.0
注）供試根株生重は平均600ｇ（500
～700ｇ）、収穫調査期間は約3週
間。

表３　伏せ込み時の室温が収量
性に与える影響（2005年度）

室温
規格内若茎（/株）

表１　３品種の１年養成根株の生育および収量特性z

年次 品種名 最大草丈 根株生重 根中 本数 収量x 平均一本重
(cm) (g) Brix(%） （/株） （kg/10a） (g)

ガインリム 104 819 14.1 7.5 238 （ 65 ） 14.2
ウェルカム 105 832 13.2 10.4 366 （ 100 ） 15.8
スーパーウェルカム 116 981 16.4 10.4 392 （ 107 ） 17.0

有意性y n.s. * n.s
ガインリム 110 845 22.6 9.8 382 （ 57 ） 17.6
ウェルカム 111 983 25.2 14.5 668 （ 100 ） 20.7
スーパーウェルカム 111 956 25.4 11.2 510 （ 76 ） 20.6

有意性y n.s. n.s. n.s.
z）収量特性は収穫調査によって得られた回帰式を用いて算出した値。

x) 栽植密度2222株/10aで根株を養成し、全株を伏せ込んだ場合の値。

伏せ込み時の規格内若茎

y）有意性は分散分析結果。*：5%水準で有意差あり、n.s.：有意差なし。最大草丈は2005年10月19日、2006年10月4日に調査した。根株生重・
根中Brix(%)は掘り取り後、洗浄してから計測した。

株養成時の生育特性

2005年度

2006年度

同左比
(%)

表２　株養成法の違いが根株の生育特性に与える影響（2006年度）

最大草丈
v
根株生重

z

(cm) (g) (%)
慣行法 99 586 （ 100 ）

ウェルカム １年株養成法 111 983 （ 168 ）
１年半株養成法 121 1218 （ 208 ）

同左比
y

品種名 処理名

z）根株生重は掘り取り後、洗浄してから計測した。

y）慣行法対比。

１）降雪前に掘り取り、11月下旬まで乾燥しないようにシート等
で覆って野外に放置し、根株を充分な低温に遭遇させる。
5℃以下の低温遭遇積算時間は 「350時間」を目標とする。１）3月上旬までに“催眠処理した種子”を200穴セルトレイに播種し、

30日間育苗する。

育苗期間 圃場での根株養成期間 伏せ込み期間

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 １１月 １２月 １月

１）ポリポットに鉢上げし、さらに70日間育苗する。

１）30cm程度の高畦マルチ栽培とし、
6月上旬までに定植する。
養成期間は茎葉の倒伏 防止・病虫
害防除を徹底する。

２）堆肥量：5t/10a、施肥量：
N:P2O5:K2O=15:30:15kg/10a

３）栽植密度2222株/10a
（株間:30cm・畦幅150cm）

１）施設内に電熱線等を敷いた伏せ込み床（温床）を準備する。
10a当たり33～50m2程度の伏せ込み床面積が必要である。

２）伏せ込み時の覆土は5cm程度とし、充分に潅水して根株と
温床を２日間程度なじませる。

３）軟白処理を行い、地温（地下深15cm）は20℃、最低気温
は若茎の凍害防止のために5℃以上に設定する。

４）加温すると２～３週間で収穫が始まり、規格内若茎が萌芽し
なくなるまで収穫を続ける。

５）使用後の根株は廃棄する。

※）軟白処理に関しては“遮光フィルムを用いたホワイトアスパラガス無培土栽培技術（平成19年度成績会議提出課題）”に準ずるが、 フィルム被覆時には「シルバー
面」を表にする。

※）施肥量に関しては「グリーンアスパラガスの根株養成と伏せ込み法（平成8年指導参考事項）」および他県の栽培事例を参考に設定した。

“１年株養成法”

「播種」 「鉢上げ」 「定植」 「掘り取り」 「伏せ込み」 「収穫」

１）降雪前に掘り取り、11月下旬まで乾燥しないようにシート等
で覆って野外に放置し、根株を充分な低温に遭遇させる。
5℃以下の低温遭遇積算時間は 「350時間」を目標とする。１）3月上旬までに“催眠処理した種子”を200穴セルトレイに播種し、

30日間育苗する。

育苗期間 圃場での根株養成期間 伏せ込み期間

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 １１月 １２月 １月１１月 １２月 １月

１）ポリポットに鉢上げし、さらに70日間育苗する。

１）30cm程度の高畦マルチ栽培とし、
6月上旬までに定植する。
養成期間は茎葉の倒伏 防止・病虫
害防除を徹底する。

２）堆肥量：5t/10a、施肥量：
N:P2O5:K2O=15:30:15kg/10a

３）栽植密度2222株/10a
（株間:30cm・畦幅150cm）

１）施設内に電熱線等を敷いた伏せ込み床（温床）を準備する。
10a当たり33～50m2程度の伏せ込み床面積が必要である。

２）伏せ込み時の覆土は5cm程度とし、充分に潅水して根株と
温床を２日間程度なじませる。

３）軟白処理を行い、地温（地下深15cm）は20℃、最低気温
は若茎の凍害防止のために5℃以上に設定する。

４）加温すると２～３週間で収穫が始まり、規格内若茎が萌芽し
なくなるまで収穫を続ける。

５）使用後の根株は廃棄する。

※）軟白処理に関しては“遮光フィルムを用いたホワイトアスパラガス無培土栽培技術（平成19年度成績会議提出課題）”に準ずるが、 フィルム被覆時には「シルバー
面」を表にする。

※）施肥量に関しては「グリーンアスパラガスの根株養成と伏せ込み法（平成8年指導参考事項）」および他県の栽培事例を参考に設定した。

“１年株養成法”

「播種」 「鉢上げ」 「定植」 「掘り取り」 「伏せ込み」 「収穫」

１）“催芽処理した種子”を200穴セルトレイもしくは紙筒に播種し、30日間育苗する。

育苗期間 圃場での根株養成期間 伏せ込み期間

７月 ８月 翌年１１月 １２月 １月

１）定植初年目の栽培管理は“１年株養成法”と同様。
２）定植２年目は茎葉の倒伏防止・病虫害防除を徹底する。マルチフィルムは翌年も使用し、
施肥時に植穴を広げる。 施肥量：N:P2O5:K2O=10:10:10kg/10a

１）“１年株養成法”と同様。

「播種」 「定植」 「掘り取り」 「伏せ込み」 「収穫」

“１年半株養成法”

１）“催芽処理した種子”を200穴セルトレイもしくは紙筒に播種し、30日間育苗する。

育苗期間 圃場での根株養成期間 伏せ込み期間

７月 ８月 翌年１１月 １２月 １月

１）定植初年目の栽培管理は“１年株養成法”と同様。
２）定植２年目は茎葉の倒伏防止・病虫害防除を徹底する。マルチフィルムは翌年も使用し、
施肥時に植穴を広げる。 施肥量：N:P2O5:K2O=10:10:10kg/10a

１）“１年株養成法”と同様。

「播種」 「定植」 「掘り取り」 「伏せ込み」 「収穫」

“１年半株養成法”

図１ ホワイトアスパラガス伏せ込み促成栽培体系

１）降雪前に掘り取り、11月下旬まで乾燥しないようにシート等
で覆って野外に放置し、根株を充分な低温に遭遇させる。
5℃以下の低温遭遇積算時間は 「350時間」を目標とする。１）3月上旬までに“催眠処理した種子”を200穴セルトレイに播種し、

30日間育苗する。

育苗期間 圃場での根株養成期間 伏せ込み期間

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 １１月 １２月 １月

１）ポリポットに鉢上げし、さらに70日間育苗する。

１）30cm程度の高畦マルチ栽培とし、
6月上旬までに定植する。
養成期間は茎葉の倒伏 防止・病虫
害防除を徹底する。

２）堆肥量：5t/10a、施肥量：
N:P2O5:K2O=15:30:15kg/10a

３）栽植密度2222株/10a
（株間:30cm・畦幅150cm）

１）施設内に電熱線等を敷いた伏せ込み床（温床）を準備する。
10a当たり33～50m2程度の伏せ込み床面積が必要である。

２）伏せ込み時の覆土は5cm程度とし、充分に潅水して根株と
温床を２日間程度なじませる。

３）軟白処理を行い、地温（地下深15cm）は20℃、最低気温
は若茎の凍害防止のために5℃以上に設定する。

４）加温すると２～３週間で収穫が始まり、規格内若茎が萌芽し
なくなるまで収穫を続ける。

５）使用後の根株は廃棄する。

※）軟白処理に関しては“遮光フィルムを用いたホワイトアスパラガス無培土栽培技術（平成19年度成績会議提出課題）”に準ずるが、 フィルム被覆時には「シルバー
面」を表にする。

※）施肥量に関しては「グリーンアスパラガスの根株養成と伏せ込み法（平成8年指導参考事項）」および他県の栽培事例を参考に設定した。

“１年株養成法”

「播種」 「鉢上げ」 「定植」 「掘り取り」 「伏せ込み」 「収穫」

１）降雪前に掘り取り、11月下旬まで乾燥しないようにシート等
で覆って野外に放置し、根株を充分な低温に遭遇させる。
5℃以下の低温遭遇積算時間は 「350時間」を目標とする。１）3月上旬までに“催眠処理した種子”を200穴セルトレイに播種し、

30日間育苗する。

育苗期間 圃場での根株養成期間 伏せ込み期間

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 １１月 １２月 １月１１月 １２月 １月

１）ポリポットに鉢上げし、さらに70日間育苗する。

１）30cm程度の高畦マルチ栽培とし、
6月上旬までに定植する。
養成期間は茎葉の倒伏 防止・病虫
害防除を徹底する。

２）堆肥量：5t/10a、施肥量：
N:P2O5:K2O=15:30:15kg/10a

３）栽植密度2222株/10a
（株間:30cm・畦幅150cm）

１）施設内に電熱線等を敷いた伏せ込み床（温床）を準備する。
10a当たり33～50m2程度の伏せ込み床面積が必要である。

２）伏せ込み時の覆土は5cm程度とし、充分に潅水して根株と
温床を２日間程度なじませる。

３）軟白処理を行い、地温（地下深15cm）は20℃、最低気温
は若茎の凍害防止のために5℃以上に設定する。

４）加温すると２～３週間で収穫が始まり、規格内若茎が萌芽し
なくなるまで収穫を続ける。

５）使用後の根株は廃棄する。

※）軟白処理に関しては“遮光フィルムを用いたホワイトアスパラガス無培土栽培技術（平成19年度成績会議提出課題）”に準ずるが、 フィルム被覆時には「シルバー
面」を表にする。

※）施肥量に関しては「グリーンアスパラガスの根株養成と伏せ込み法（平成8年指導参考事項）」および他県の栽培事例を参考に設定した。

“１年株養成法”

「播種」 「鉢上げ」 「定植」 「掘り取り」 「伏せ込み」 「収穫」

１）“催芽処理した種子”を200穴セルトレイもしくは紙筒に播種し、30日間育苗する。

育苗期間 圃場での根株養成期間 伏せ込み期間

７月 ８月 翌年１１月 １２月 １月

１）定植初年目の栽培管理は“１年株養成法”と同様。
２）定植２年目は茎葉の倒伏防止・病虫害防除を徹底する。マルチフィルムは翌年も使用し、
施肥時に植穴を広げる。 施肥量：N:P2O5:K2O=10:10:10kg/10a

１）“１年株養成法”と同様。

「播種」 「定植」 「掘り取り」 「伏せ込み」 「収穫」

“１年半株養成法”

１）“催芽処理した種子”を200穴セルトレイもしくは紙筒に播種し、30日間育苗する。

育苗期間 圃場での根株養成期間 伏せ込み期間

７月 ８月 翌年１１月 １２月 １月

１）定植初年目の栽培管理は“１年株養成法”と同様。
２）定植２年目は茎葉の倒伏防止・病虫害防除を徹底する。マルチフィルムは翌年も使用し、
施肥時に植穴を広げる。 施肥量：N:P2O5:K2O=10:10:10kg/10a

１）“１年株養成法”と同様。

「播種」 「定植」 「掘り取り」 「伏せ込み」 「収穫」

“１年半株養成法”

図１ ホワイトアスパラガス伏せ込み促成栽培体系


